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こ れ

硬 に核 の 退イEl，rJ．粒 に な る。 ・ ftes・ ア セ ル ・．｛一トで は なL ・か と考 えます ・ 核破騰 の 退化粒の大 set ア’レ

． 一
、。黻 に よ つ て 後小數多の 臆 力． ら 亘 大嬋 一粒に まで

， 蜥 匕す るの で殲 の 關勲 ない と思 V ま す ・

  眇 ノー
シ ス とい 5糠 に將來分 裂に 入 り得る鑢 の もの と退行變化に陷つ て 行 くもの との 二 つ の

型 の もの が 考え られ ませ ん か 。 佃 中逹也）
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、。，iF持ち蹴 鋼 ある、，， こ の もの は オ ・ ・ ウ ・ 酸で 黜 せ ず沽 鋤 ・ ル ジ ー鋼 とe：位踟 こ 蠣 り醐

つ て ， これをゴ ル ジ P 體 と見なす こ と は賛成で きぬ 。
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くて 他 に 蛋 白部分 も含 まれて い る可能幽 よ あ りま ぜ ん か 。 僑 浪滿）
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